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棚
東
京
光
線
療
法
研
究
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

帥
東
京
光
線
療
法
研
究
所

代
表
取
締
役
　
宇
都
宮
　
光
明

更

な

る
発

展

を
期

す

常
々
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
ご

愛
用
頂
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
亡
父

・
宇
都
宮
義
真
が

昭
和
７
年
に
創
業
し
た
東
京
光
線
療

法
研
究
所
は
、
ご
愛
用
者
各
位
の
お

引
き
立
て
を
賜
り
、
創
業
７７
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
原
点
で

あ
り
理
念
で
あ
る
、
太
陽
光
線
の
大

恩
を
享
受
す
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ

る
自
己
治
癒
力

の
向
上
に
つ
い
て
、

啓
蒙
、
普
及
の
た
め

の
活
動
に

一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

し
か
る
に
昨
今
、
以
前
に
は
な
か

っ

た
太
陽
光
線

の
大
恩
を
軽
ん
ず
る
か

の
よ
う
な
論
調
を
仄
聞
し
ま
す
。
典

型
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
光
線
で
日

焼
け
を
す
る
自
然
の
法
則
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
避
け
れ
ば
、
必
ず
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
欠
乏
症
に
な
り
ま
す
か
ら
、

生
理
機
能

の
低
下
、
延
い
て
は
自
己

治
癒
力

の
低
下
を
招
き
、
必
然
的
に

健
康
を
失
う
こ
と
に
な
る
、
自
然
の

摂
理
に
則

っ
た
正
論
を
主
張
し
ま
す
。

こ
の
度
、
０
東
京
光
線
療
法
研
究

所
は
更
な
る
発
展
を
期
す
た
め
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
ご
愛
用
頂
い
て

い
る
各
位
に
、
ご
了
承
賜
ら
な
け
れ
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電

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は

つ
ら

つ
さ

ん

製
造
事
業

の
移
管

「
は
つ
ら
つ
さ
ん
」
は
こ
れ
ま
で

イ
ビ
デ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ｍ
に
製
造
事
業

を
委
託
し
、
い
東
京
光
線
療
法
研
究

所
が
販
売
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
平

成
２２
年
７
月
１
日
よ
り
、
事
業
所
、

責
任
技
術
者
と
も

一
括
し
て
譲
渡
を

受
け
、
い
東
京
光
線
療
法
研
究
所
が

製
造
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
事
業
所
名
を
い
東
京
光

線
療
法
研
究
所
岐
阜
事
業
所
に
変
更

し
ま
す
。
な
お
修
理
等
に
つ
い
て
は

従
前
通
り
岐
阜
事
業
所
で
承
り
ま
す

の
で
、
末
長
く
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
価
格

の
改
定

今
般
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
平

カーボン種別
来

格

従

価

改 定
新価格

IBIサ ナモアカーボン

(1箱 10本入 り)
2,910F呵

3,360F弓

(内消費税160円 )

IBけ ナモアジョイントカーボン

(1箱 10本入 り)
3,990Fl

4,410円

(内消費税210円 )

成
４
年
４
月
よ
り
据
え
置
い
て
参
り

ま
し
た
カ
ー
ボ

ン
価
格
を
平
成
２２
年

７
月
１
日
よ
り
改
定
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。Ａ

・
Ｂ
ｏ
Ｃ
・
Ｄ

（
１０
本
入
り
）
各

一
箱
の
改
定
価
格
は
次
の
通
り
で
す
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
下
に
カ
ー

ボ

ン
価
格

の
改
定

の
お
知
ら
せ
を
す

る

こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

は
言
え
、
ま
こ
と
に
心
苦
し
く
申
し

訳
な
く
存
じ
ま
す
が
、
苦
渋
の
選
択

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
事
情

を
ご
賢
察
下
さ
り
、
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
カ
ー
ボ

ン
は
こ
れ
ま
で
通
り
最

高
品
質
の
イ
ビ
デ

ン
製
Ｉ
Ｂ
Ｉ
カ
ー

ボ

ン
で
、
供
給
に
は
責
任
を
以

っ
て

当
た
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
増
進
、
病
気
の
治
療
に
ご
愛
用
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。製

品

の
品
質
保
証
と

安
定
供
給

い
東
京
光
線
療
法
研
究
所
は
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を

ご
愛
用
頂
い
て

い
る
各
位
の
ご
信
頼
を
得
る
た
め
、

製
品
の
品
質
保
証
と
安
定
供
給
に

つ

い
て
尚

一
層
の
努
力
を
致
す
所
存
で

す
。
何
卒
、
今
回
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
ご
寛
容
の
上
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
お
引
き
立
て
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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症

主

例 :58,哉、女′陛。

訴 :両側 の肘 関節痛 。両側 の手指 関節 の

痛 み と腫れ。

起始・ 経過 :しば らく前 か ら上記症 状 を 自覚

して いたた め、近 医を受診 し、精査施

行 した と ころ、関節 リウマチ と診 断。

以前 か ら使用 して いたサナ モ アで治

療 した い と希望 され来 院 したも

治  療 :側臥位 にて、全身照 射。
腹部 (BD)、 背部 (BD)、 膝 (AB)、 足裏
(AB)20分。
座 位 にて 、 部 分 照 射 。 両 側 の手 指

(BD)、 両側 の肩 甲骨 (BD)30ζか。

経  過 :初回の治療終 了 時か ら、 関節 の痛 み
は軽 減 。 10回 目の治療後 に は、 関節

の痛 みを ほ とん ど認 めな くな り、腫

れ もわずか とな った ことか ら、現在、

薬物治療 を受 けず に経過観 察 して い

る 。

病
気

の
解
説

関
節
リ
ウ

マ
チ
は
、
全
身
に
及
ぶ

炎
症
性
疾
患
で
す
が
、
特
に
関
節
を

中
心
に
炎
症
を
起
こ
す
た
め
、
関
節

痛
や
関
節

の
腫
れ
を
呈
す
る
原
因
不

明
の
病
気
で
、
膠
原
病
の

一
種
で
す
。

関
節

の
中
で
も
、
肘
、
手
首
、
手
指

第
二
、
第

二
関
節
、
膝
、
足
首
、
足

趾
の
付
け
根

の
関
節
が
傷
害
さ
れ
や

す
く
、
圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
三

十
歳
か
ら
増
え
、
四
十
歳
代
が
発
症

の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

関
節
は
、
骨
と
骨
と
の
つ
な
ぎ
目

を
構
成
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
可
動
を
助

け
る
と
い

っ
た
役
目
を
担

っ
て
い
ま

す
が
、
骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
目
に
あ
る

袋
状

の
空
間
は
関
節
腔
と
呼
ば
れ
、

関
節
包
内
の
滑
膜
で
産
生
さ
れ
た
関

節
液
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
節

リ
ウ

マ
チ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
そ

の
滑
膜
に
炎
症
が
起
き
、
滑
膜
の
増

殖
、
関
節
液
の
貯
留
が
起
き
ま
す
が
、

さ
ら
に
増
殖
し
た
滑
膜
は
、
軟
骨
や

骨
を
破
壊
す
る
た
め
、
関
節
は
変
形

す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
滑

膜
の
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

の
で

し
ょ
う
か
。
抗
原
抗
体
反
応
に
よ

っ

て
異
物
を
無
害
化
す
る
免
疫
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
、
抗
体
は
、
身
体

の
防

御
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
し

か
し
、
何
ら
か
の
原
因
で
、
本
来
、

攻
撃
対
象
で
な
い
自
分
の
身
体
を
攻

撃
す
る
抗
体
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
（自
己
免
疫
疾
患
）、
関
節
リ

ウ

マ
チ
で
は
、
こ
の
制
御
不
能
の
抗

体
に
よ
り
、
滑
膜
が
攻
撃
さ
れ
る
の

で
す
。
実
際
、
そ
の
際
、
血
液
中
に

認
め
ら
れ
る
抗
体
の

一
種
、
リ
ウ

マ

チ
因
子
は
、
リ
ウ

マ
チ
患
者
の
約
７０

％
で
検
出
さ
れ
ま
す
。

以
下
に
、
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
症
状

（リ
ウ

マ
チ

の
診
断
基
準
か
ら
）を
列

挙
し
ま
す
。

◆
朝
の
こ
わ
ば
り

起
床
後

一
時
間
以
上
、
手
が
こ
わ

ば

っ
た
状
態
が
続
く
。

◆

三
か
所
以
上
の
関
節
の
腫
れ

同
時
に
三
か
所
以
上
の
関
節
が
腫

れ
る
。

◆
手
指
の
関
節
炎

手
指
関
節
の

一
つ
以
上
の
腫
れ
が

持
続
。

◆
対
称
性
の
関
節
の
腫
れ

左
右
の
関
節
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
腫

れ
る
。

◆
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
結
節

肘
、
膝
な
ど
の
皮
下
に
で
き
る
米

粒
か
ら
親
指
大
の
結
節
。

病
気
と
光
線
療
法

関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
、
持
続
す
る

関
節
の
痛
み
が

一
番
の
苦
し
み
で
す

が
、
病
気
が
長
期
化
し
た
場
合
に
は
、

合
併
症
が
全
身
の
諸
臓
器
に
ま
で
及

ぶ
こ
と
か
ら
、
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
合
併
症
の
予
防
と
い
っ
た
両
面

か
ら
、
治
療
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
サ
ナ
モ
ア
の
も

つ
消
炎
鎮
痛

作
用
は
、
関
節
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

の
に
効
果
的
で
す
し
、
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
異
常
行
動
の
是
正
に
も
役
立

つ

こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
に
見
て
、
合

併
症
の
予
防
に
も
役
立

つ
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
期
に
は
、
関
節
痛
を
主

訴
と
す
る
変
形
性
関
節
症
、
痛
風
、

外
反
母
趾
等
と
の
鑑
別
が
必
要
な
こ

と
に
ご
注
意
下
さ
い
。

息災

一病
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1開1講口1程|

二
十
六
日
（土
）

二
十
五
日
（金
）

六
月
二
十
四
日
（木
）

第
十
五

サ
ナ
モ
ア

養
成
講
座
に
関
す
る
記
事
は
次
号

宇都宮 正範

に
掲
載
し
ま
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、　
一
般
の
ご

愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
十
月

二
十

三
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

前
号
に
引
き
続
き
、
私
ど
も
の
サ

ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
に
勤
め
て
い
る

光
線
治
療
師
を
、
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す

（写
真
）。

山
下
　
サ
チ
子
治
療
師

⌒平
成

二
十
年
か
ら
在
籍
）

一
言

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
に
勤

め
始
め
て
ち
ょ
う
ど
二
年
に
な
り
ま

す
。
私
自
身
は
、
知
り
合
い
の
紹
介

で
勤
め
始
め
て
か
ら
サ
ナ
モ
ア
の
事

を
知
り
ま
し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
師
養
成
講
座
で
学
び
、
現
場
で
、

東
原
主
任
に
指
導
を
受
け
、
実
際
に 東原主 任 (右 )、 山下 治療 師 (左 )

多
く
の
患
者

の
治
療
に
接
し
学
ん
で

き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
の
貴
重
な
経
験
を
後
ろ
盾
と

し
て
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
笑
顔
で

胸
を
張

っ
て
接
し
、
時
に
、
励
ま
し

た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
患
者
さ
ん
の
治
療
に
携
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
院
に
来
て
よ
か

っ
た
、
ま

た
来
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

時
に
、
半
信
半
疑
で
治
療
に
来
ら

れ
て
、
サ
ナ
モ
ア
を
信
じ
て
好
き
に

な
り

、

長
く
続

け

ら
れ
る
方

と
、

二
、
三
回
通

っ
た
だ
け
で
止
め
て
し

ま
う
方
が
い
ま
す
。
せ

っ
か
く
、
何

か

の
ご
縁
で
サ
ナ
モ
ア
を
知
り
、
来

ら
れ
た
訳
で
す
か
ら
、
長
い
目
で
見

て
頂
き
、

サ

ナ

モ
ア

の
本

当

の
良

さ
が
分
か
る
ま
で
、
頑
張

っ
て
続
け

て
欲

し

い
と
心
よ
り

願

う
次

第

で

す
。ど

う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

舎 募 集 器

当協合 の処 貴 に賛周 され :

サナモ ア光線療法の普及に

ご協 力項ける方 、治療院の

開業 を検官すなさ りたい方は、

おF・lい合 わせください

サナモア光線治療院
T153-0063
東 京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759¨ -3710
FAX (03)5759-‐ 3720
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□
□
回
国
□

サ
ナ
モ
ア
で慢
性
肝
炎
を
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

ボ

ン
で
、
集
光
器
を
使
用
し
、
有
上

腹
部
（肝
）を
前
方
か
ら
３０
分
、
側
面

か
ら
２０
分
照
射
。
そ
の
後
、
腰
部
を

３０
分
、
腹
部
全
体
を
３０
分
照
射
し
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
、
足
裏
を
２０
分
、

ふ
く
ら
は
ぎ
を
２０
分
、
膝
を
１０
分
照

射
し
た
。
自
宅
で
の
治
療
は
、
時
間

が
許
す
限
り
、
上
腹
部
を
中
心
に
、

一
日
に
二
回
以
上
は
照
射
す
る
よ
う

に
指
示
。
治
療
を
開
始
し
て
か
ら
二

か
月
後
の
定
期
検
査
の
結
果
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
値
は
正
常
範
囲
に
ま

で
低
下
し
て
お
り
、
肝
機
能
の
改
善

が
通
常
よ
り
早
い
と
、
担
当
医
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
最
初
に
診
断
さ
れ

て
か
ら
、
懸
命
に
生
活
習
慣
の
改
善

に
心
が
け
て
き
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
を

毎
日
行

っ
て
き
た
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
油
断
せ
ず
、

健
康
管
理
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

サ
ナ
モ
ア
を
継
続
す
る
と
話
し
て
い

る
。

症
例
　
４５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
仕
事
が
忙
し
く
、
二
か
月
あ

ま
り
の
残
業
が
続
い
た
後
、
し
ば
ら

く
し
て
、
全
身
倦
怠
感
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
り
、
胃
腸
の
不
快
感
を
認

め
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
会
社
の

健
診
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
血
液
検
査

で
、
肝
機
能
を
表
す
数
値
（Ｇ
Ｏ
Ｔ
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
）が
高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ

専
門
医
を
紹
介
さ
れ
た
。
精
密
検
査

の
結
果
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
慢
性
肝
炎

と
診
断
さ
れ
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
活

動
性
は
弱
い
の
で
、
食
生
活
を
含
め

た
生
活
習
慣
の
改
善
で
様
子
を
見
る

よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。
そ
こ
で
十
年

以
上
前
に
購
入
し
、
最
近
で
は
、
主

に
妻
と
子
供
が
使
用
し
て
い
る
サ
ナ

モ
ア
で
治
療
し
よ
う
と
考
え
来
所
し

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
初
め
に
Ｂ
Ｄ
カ
ー

□
□
回
□
□

慢
性
Ｃ
型
肝
炎
を
サ
ナ
モ
ア
と

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
田
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
Λ
薫
畝
二．
― ‐

一 二
Ю
〓
軌

症
例
　
６３
歳
　
女
性

症
状
　
現
在
、
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
で
通

院
加
療
中
の
患
者
。
サ
ナ
モ
ア
を
併

用
す
る
と
、
病
院
で
の
血
液
検
査
の

結
果
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
は
、
積
極
的
に
サ
ナ
モ
ア
を
併
用

し
て
い
き
た
い
と
相
談
を
受
け
た
。

療
法
経
過
　
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
、
腹

部
全
体
を
３０
分
と
、
有
上
腹
部
⌒肝
）

を
、
前
方
、
後
方
、
側
方
の
三
方
よ

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た

の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を

つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
在
の
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
！

ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上

の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取
扱

説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

り
照
射
す
る
こ
と
。
特
に
、
前
方
か

ら
の
照
射
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
体

調

の
許
す
限
り
、
長
時
間
行
う
よ
う

に
指
示
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン

で
、
足
裏
、
膝
、
腰
部
を
３０
分
ず

つ

照
射
す
る
こ
と
、
栄
養
面
に

つ
い
て

も
、
良
質

の
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
取
す

る
よ
う
に
話
し
た
。
そ
の
後
頂
い
た

報
告
で
は
、
最
初
の
医
師
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
る
治
療
計
画
通
り
に
、

一
年
経
過
し
た
時
点
で
、
血
液
中
か

ら
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
消
失
し
て
い
た

と
の
こ
と
。
念
の
た
め
、
半
年
間
、

延
長
し
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
投

与
し
た
が
、
現
状
で
、
再
燃
も
な
く
、

良
好
に
経
過
し
て
い
る
と
の
嬉
し
い

連
絡
で
あ

っ
た
。
ご
本
人
は
、
サ
ナ

モ
ア
を
併
用
し
た
お
蔭
と
大
変
喜
ば

れ
、
今
後
も
、
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
す

る
と
話
し
て
い
る
。

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
■
ボ
ン
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□
□
回
□
□

卵
巣
腫
瘍
に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
効
果

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
７．
歳
　
主
婦

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
数
年
前
、

子
宮
筋
腫
を
指
摘
さ
れ
、
当
院
に
通

院
さ
れ
て
い
た
。
最
近
、
病
院
で
行

っ

た
検
査
で
、
卵
巣

の
腫
瘍

マ
ー
カ
ー

が
３００
と
高
値
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
、
癌
が
疑
わ
れ
た
た
め
、
治
療

を
希
望
さ
れ
来
院
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
四
台
の
治
療

器
を
用
い
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。

最
初
、
側
臥
位
に
て
、
下
腹
部
を
三

時
間
前
後
照
射
。
他
に
、
後
頭
部
１５

分
、
足
裏
６０
分
、
顔
面
１５
分
、
腰
部

・５
分
、
臀
部
１５
分
の
照
射
を
行

っ
た
。

治
療
の
際
、
患
者
を
少
し
で
も
疲
れ

さ
せ
な
い
た
め
に
、　
一
時
間
ず

つ
、

有
下
、
左
下
と
体
位
を
変
換
さ
せ
た
。

次

に
仰

臥
位

と
し

て
、

左
有

頚
部

（甲
状
腺
）を
３０
分
、
左
右
腰
部
を
３０

分
、
左
右
膝
側
面
を
３０
分
照
射
。
長

時
間
の
治
療
で
、
十
分
な
発
汗
を
認

め
、
患
者
の
顔
色
は
良
好
と
な

っ
た
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
足
関
節
の

毎
日
、
治
療
を
継
続
し
た
が
、
病
院

の
血
液
検
査
で
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
が

‐５０
ま
で
低
下
。
そ
の
後
、
癌
セ
ン
タ
ー

の
医
師
か
ら
、
お
そ
ら
く
良
性

の
腫

瘍
だ
か
ら
、　
一
般
病
院
で
手
術
を
受

け
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
紹
介
先
の
病

院
で
手
術
を
受
け
た
。
術
後
の
経
過

は
、
大
変
良
好
で
あ
り
、
現
在
、
元

気
に
過
ご
し
て
い
る
。

異
常
が
な
く
、
こ
れ
以
上
進
行
し
た

ら
、
切
断
の
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ

れ
た
た
め
、
知
人

の
紹
介
に
て
来
院

し
た
。

療
法
経
過
　
平
成
１９
年
２
月
か
ら
、

週
に

一
回
、
４
～
５
時
間
の
治
療
を

開
始
。
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
二
台

の
治
療
器
を
使
用
し
、
腹
部
と
腰
部
、

硬
直
に
よ
る
歩
行
障
害
が
改
善

大
阪
府
箕
面
市
　
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
光
線
治
療
院

猪

口
　
清
美
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
二
―
七
〇
〇
―
八
八
八
〇

症
例
　
７５
歳
　
女
性

症
状
　
以
前
か
ら
、
顔
や
体
な
ど
に

湿
疹
を
認
め
、
時
に
化
膿
す
る
こ
と

も
あ

っ
た
が
、
平
成
１４
年
、
下
肢
足

関
節
部
の
蜂
嵩
織
炎
に
て
入
院
。
こ

の
頃
か
ら
、
足
関
節
の
硬
直
が
徐
々

に
進
み
、
関
節
の
可
動
性
が
低
下
。

病
院
で
は
、
検
査
し
て
も
明
ら
か
な

頚
部
と
頭
部
、
膝
と
足
裏
、
膝
裏
と

ふ
く
ら
は
ぎ
、
側
頭
部
と
頭
頂
部
を

照
射
。
治
療
開
始
当
初
、
か
か
と
付

近

の
皮
膚
は
、　
一
部
に
色
素
沈
着
を

認
め
、
黒

っ
ぱ
い
色
調
を
呈
し
て
お

り
、
足
関
節

の
可
動
性
は
極
端
に
低

下
し
、
足
趾
も
腫
れ
て
硬
く
な

っ
て

い
た
た
め
、
治
療
前
に
、
還
元
水
に

て
足
湯
を
行
い
、
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー

ジ

ュ
を
併
用
。
な
お
、
治
療
の
継
続

中
に
、
色
素
沈
着
が
見
ら
れ
た
足
関

節
の
付
近
よ
り
、
悪
臭
を
伴
う
膿
が

分
泌
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
徐
々

に
減
少
し
た
。
治
療
開
始
後
、
二
年

で
、
体
調
に
波
は
あ
る
も
の
の
、
色

素
沈
着
も
う
す
く
な
り
、
硬
直
し
た

足
関
節
も
柔
軟
に
な
り
、
支
障
な
く

歩
行
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

:4晰陪菫墨:]塾
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愛用

光

私

の
大
切
な

ペ

ッ
ト
に

サ
ナ
モ
ア
を
使

っ
て
い
ま
す

東
京
都
　
守
随
　
菜
保
美
様

実
は
、
最
近
、
わ
が
家
で

一
番
サ

，

ナ
モ
ア
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
大

切
な
ペ

ッ
ト
、
リ
ス
ザ
ル
な
ん
で
す
。

約

二
年
前
、
胸
に
水
が
た
ま
り
、
骨

が
や
せ
細

っ
て
、
体
力
を
消
耗
し
、

病
院
で
は
、
半
年
く
ら
い
し
か
も
た

な
い
と
死
の
宣
告
を
受
け
た
の
で
す

が
、
冬
の
間
、
外
出
で
き
な
い
た
め
、

自
宅
で
サ
ナ
モ
ア
の
照
射
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
す

っ
か
り
元
気
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
今
で
は
、
曲
が

っ
て
い

た
背
骨
が
嘘
の
よ
う
に
ま

っ
す
ぐ
に

な
り
、
家
の
中
を
、
わ
が
物
顔
で
飛

び
回
り
、
ペ

ッ
ト
の
方
か
ら
催
促
し
、

う
れ
し
そ
う
に
サ
ナ
モ
ア
に
当
た

っ

て
お
り
ま
す
。

治
療
器

の
修
理
と
合
わ
せ
て
、
本

当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
頂
戴
し
た
貴
重
な
お
便
り
か

ら
、
や
は
リ
ヒ
ト
を
含
め
た
生
き
物

に
と

っ
て
、
太
陽
光
線
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を

再
認
識
さ
せ
て
頂
い
た
思
い
で
す
。

こ
の
ペ

ッ
ト
の
場
合
、
骨
が
や
せ
細

っ

た
状
態
に
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
お
そ
ら
く
日
光
に
当
た
る

の
が
不
十
分
で
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
不
足

を
引
き
起
こ
し
、
ヒ
ト

の
く
る
病
や

骨
軟
化
症

の
よ
う
な
病
態
に
陥

っ
て

い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
照
射
で
、

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
産
生
が
促
さ
れ
、
骨

を
丈
夫
に
し
、
元
気
に
飛
び
ま
わ
れ

る
ま
で
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ

の
こ
と
を
本
能
的
に
理
解
し
た
ペ

ッ

ト
が
、
生
き
る
た
め
に
は
サ
ナ
モ
ア

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
サ
ナ

モ
ア
を
催
促
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ

と
に
は
、
た
だ
た
だ
、
感
心
さ
せ
ら

れ
る
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
、
私
た
ち
の
人
間
社
会
に
お
い

て
も
、
実
際
、
起
こ

っ
て
い
る

こ
と
で

す
。
特
に
肌
の
色
の
濃
い
人
種
の
人

達
が
、
北
欧
な
ど
日
照
の
弱
い
国
に

移
住
し
た
際
、
生
ま
れ
た
子
供
の
歯

や
骨
の
発
育
が
悪
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
補
充
を
受
け
て
回
復
す
る
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
極
端
に
日
光

を
遠
ざ
け
る
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が

定
着
す
る
と
、
骨
を
弱
く
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
様
々
な
病
気
の
引
き
金
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
、
そ
ろ
そ
ろ
気

が
つ
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
　
　
　
　
⌒宇
都
宮
正
範
　
記
）

一　
　
睦

一　
　
騰

一　
　
体

　̈
　
の

いた方 に

―
サ ナ モ ア

光線協会で

ります。 な

は、 薄謝 を贈呈致 します。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 に つ いて 、 メ ール で の

募 集 も開始 いた しま した。 下 言己の ア ドレス まで 、

お気軽 に ご投 稿 をお願 い申 しあげます。

| メールアドレス i sanamore@hr,catv.ne.ip
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